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計画10･1
中国地方文部におけるニホンザル地域
個体群の分布調査
放逸苑雄 (弟作女子大)､林勝治 (広島県立大)
中国地方東部において､ニホンザルの分布調査
を行った｡岡山県では､質問紙による調査で集団
が存在すると推定できたのは15市町村であった｡
これをもとに聞き取り調査を行った結果､22集団
が推定できた｡.県東部では和気町周辺地域に限ら
れるが､県西部では新見市周辺から芳井町周辺ま
で広く分布している｡個体数の推定では､餌付け
処田を除く20集団の個体数の最小値と最大値の合
計はそれぞれ 605頭と 795頭であった｡ニホンザ
ルの生息地における植生や気候などの環境条件が
分析された｡その結果､ニホンザルは二次植生に
依存する割合が高いことがわかった｡また､ニホ
ンザルはやや寒冷地に分布する傾向があることが
わかった｡
瓜取県の質問紙調査では､東部の八東町と西部
の日南町にニホンザルの群れが生息しているとの
和告があった｡八東町には4群で約100頭が生息し
ていると推定された｡南側に隣接する若桜町での
聞き取り調査では､1974年から1978年にかけて日
本モンキーセンターの指導により百数十頭が捕獲
された｡若桜町では現在､ソリタリーの生息が確
認されているだけで群れはいないようである｡質
問紙によると､八東町の北側の国府町では､小さ
な群れが生息している可能性はある｡日南町の充
側の日野町は聞き込みによるとソリタリー に出会
うことがあるが､群れの確認は出来ていない｡今
後は日野町と八究町周辺のR!作物の披宙が深刻な
地域を中心に群れの確認の調査を行う｡
計画10･4
,T.部川流域に生息するニホンサル個体
むfの動放 くグム地紋に伴う遊動域の変動)
赤座久明 く古山爪立地坪高等学校大沢野分校)
富山県宇奈月町の爪部川流域に生息するニホン
ザル自然群を対象にして.グム娘役に伴う遊動域
の変動を調査した｡調査mmは99年4月から2000
年3月までの12カ月で.錨月3回以上のモニタリ
ング調査と,文,冬に7日間の兆中調査をおこな
い.合計52日ruJ枇辞した｡
宇奈月温泉の上流600m地点に地紋していた宇
奈月グムが完成し.99年10月から貯水が始まり.
2000年3月に湖水状態になった｡グム周辺に生息
している群れのうち.98年以前から継続奴寮をお
こなっているON札 MO札 MTZ汀のホームレ
ンジの両班と位匠をグム完成の冊後について比較
すると,以下のようになった｡
98年4月から99fF･31)まで (98年は)のホーム
レンジと.99年4月から2000年3月まで (99年度)
のホームレンジを比較するとONが11.7kJ･11.4
kJ.MO群3.3kLJ･4.2kJ.MT群5.9kJ･11.ltd
となり.MTZ汀のホームレンジが大きく拡大して
いた｡拡大の方向は3群とも下流方向で.前年度
に比べ,ON群が1800m,MO群が400m.MT
郡が1200m下流方向へ逃出した｡このことから,
ON群は面積を維持しながら下流側にホームレン
ジ全体を移動させているのに対して.MT若手は下
流側に大きく逃出してホームレンジを約2倍に拡
大していることが分かった｡MT群の98年以前の
ホームレンジはグムの水没地域と大きく重複して
おり.今回枇群されたMT群の変化は,ダム建設
による形腎が大きいと考えられる｡
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